


 
 

はじめに 

 
 
 
 
 
 

利益相反マネジメント委員長 井本英夫 

      (研究・産学連携担当理事) 

 
 

 大学の産業発展への寄与は，大学と企業との協力の成果が企業の生産活動に活かされる 

ことによって初めて実現します。これは，大学としての本来の機能の一つであるわけです 

が，これがうまく成功して利益が上がった場合，国立大学法人に属する教職員は，いった 

いどれだけその利益の配分に与ることができるのか，微妙な問題が生じてきます。この必 

然的に生じる微妙な問題について，大学としての対処が利益相反マネジメントです。すな 

わち，教職員が，どのような利益を産学連携により企業から得ているかを把握し，社会的 

に不当と見なされない形で利益を受けられるように導くことです。 

 本学で規則に従って行われている産学連携活動について，教職員が社会的に糾弾される 

ような利益を得る可能性は，高くはありません。しかし，本人が全く問題ないだろうと思 

っていても，客観的に見れば疑念を生じるような状況もあり得ます。また，風評は，いっ 

たん悪意を含むようになれば，根拠がなくても果てしなく非難が増幅していく危険性があ 

ります。このようなことを防ぐためには，教職員の皆さまが，大学の利益相反マネジメン 

トの方針に従って，共同研究を行った企業から得た利益を報告いただくことが，まず必要 

です。 

 このハンドブックは，本学の利益相反マネジメントについて，具体的な考え方や，やり 

方を示したものです。これによって，本学の利益相反マネジメントの概略をご理解いただ 

くようお願いいたします。 

 本学の利益相反マネジメントの実施は平成 24年度から始まったもので，当面，いろいろ 

と運用上の問題点が出てくるかと思いますが，皆さまのご協力をお願い申し上げます。 
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